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脳卒中センター

Stroke Center

〒840-8571 佐賀市嘉瀬町大字中原400番地
TEL0952-24-2171（代） FAX0952-29-9390 検索好生館

詳しくはホームページをご覧ください。
http://www.koseikan.jp/

医療チーム
脳卒中センターはマンパワーが核です。最新の医療情報をもとにした日々の診療を通じて、
これからの医療を担う人材の養成にも積極的に取り組んでいきます。

県下唯一の
脳卒中専門病棟（SCU）

脳卒中ケアユニット（SCU）

写真配置確認

写真配置確認

脳卒中センターは脳神経外科、脳神経内科が共働し
て脳卒中という病気を診ています。脳卒中は脳の血管
が詰まったり破れたりした結果として神経が壊れる病気
です。よって治療の対象は脳というよりも血管で、予防
も全身の血管すべてを見る必要があります。好生館
脳卒中センターはそういった時代の要請を踏まえて内科
外科の枠を越えて脳卒中患者さんに対応する診療体制
を提供します。さらに脳卒中治療専門病床である脳卒中
専門病棟（SCU）を整備。運用時から増床し、充実を
はかっています。
病床数：9床

0952-29-9982

佐賀県医療センター好生館  ホットライン
脳卒中センター 24時間365日対応

各診療センタースタッフが直接電話をお受けします。

ハートセンター
0952-24-2178

24時間365日対応

整形外科外傷センター
080-1708-2658

受付時間　8:30～22：00（土曜・日曜・祝日は除く）

脳神経外科
脳神経内科
リハビリテーション科
救命救急センター
看護部
栄養管理部
薬剤部
MSW
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髙島　洋

　当館の脳卒中センターは、佐賀県中部医療圏を中心とした脳卒中
診療を担っており、脳神経内科、脳神経外科、リハビリテーション科、
救急科、看護部、薬剤科、栄養科がチーム医療を行っています。
急性期にはtPA治療、血栓回収療法、脳動脈瘤クリッピング術などを
行っており、一次脳卒中センターに認定されています。当館の特徴は、
脳卒中ホットラインを通じて24時間体制で患者さんを受け入れ、
救命センターや佐賀県で唯一の脳卒中専門病棟（SCU）で専門的に
治療していることです。2022年度はコロナ禍ではありましたが、
tPA37例、血栓回収術59例行っております。発症翌日にはリハビリ
テーションを開始しており、1日も早い機能回復、社会復帰を目指し
ています。転院してさらなるリハビリが必要な場合は、「佐賀県脳卒中
連携パス」や「ピカピカリンク」を運用して地域の病院、施設と後方
連携をとっています。脳卒中が疑われる場合は、たとえ軽症でも
当館脳卒中センターにご紹介ください。 

患者さん

脳卒中センター

脳卒中センター概念図

医療ソーシャル
ワーカー

脳神経内科

放射線科

救命救急センター

リハビリテーション科

ストロークナース
（看護師）

脳神経外科

栄 養 士

機械的血栓回収療法 動脈瘤クリッピング術

佐賀県診療情報地域連携システム

最新の脳血管内治療と直達術の匠の技で患者さんに最良の選択肢を
●機械的血栓回収術
●脳動脈瘤（クリッピング術、コイル塞栓術）
●頚動脈狭窄症（頚動脈内膜剥離術、頚動脈ステント留置術）
●頭蓋内外バイパス術
●脳内血腫除去術（内視鏡下、開頭下）

脳から筋肉まで幅広く扱う内科です

患者さん中心の医療の輪

一人でも多くの命を救うために
ベストを尽くします

脳神経外科

救急救命センター（救急科）

看護部

リハビリテーション科脳神経内科

チーム医療の一員として精進しています

切れ目ない医療・看護・介護の提供を
めざし、地域と病院をつなぐ
お手伝いをします

患者さんの心
に添った服薬
指導で安全な
薬物療法を

患者さんの
笑顔を支える
栄養サポート

早期発見・
健康意識向上
を目指します

放射線科

地域医療連携センター・一般相談支援センター

薬剤部

栄養管理部

健診科（ドック）

脳卒中や認知症、てんかん、パーキンソン
病、神経難病など幅広い疾患を対象として
います。「佐賀県脳卒中連携パス」、「ピカピ
カリンク」、「さがんパス.net」を運用して、地
域の病院と連携します。

「生活していく能力の再確保」に向けて、脳
卒中リハビリテーション看護認定看護師
を中心に医師、リハビリスタッフ、管理栄
養士、薬剤師、ソーシャルワーカーととも
にチーム医療を実践しています。

病む人の心に沿った
最良のリハビリテーション
リハビリテーション科スタッフ
●理学療法士　　18名
●作業療法士　　  7名
●言語聴覚士　      3名

リハビリテーションルーム リハビリ庭園

主な装置
●CT装置2台／（320列1台・64列1台）
●MRI装置／2台（3.0T1台・1.5T1台）
●血管造影装置／3台
●核医学検査装置／1台
●手術血管造影装置（ハイブリッド）／1台

令和4年度総計
（急性期脳卒中症例）

●脳梗塞
●脳出血
●くも膜下出血
●手術総数
●血管内治療
●機械的血栓回収
●rt-PA投与
●頸動脈血行再建
　頚動脈内膜剥離術
　頚動脈ステント留置術
●頭蓋内外バイパス術
●動脈瘤クリッピング術
　破裂　  16  　未破裂　  12
●動脈瘤コイル塞栓術
　破裂　　8  　未破裂　    6
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